
 

市史活用推進事業及び資料レスキューについて 

 

１．市史活用推進事業  

（１）印刷物 

   ・『市史せんだい』Vol.30（A5 判、1,000 部作成、令和 3年 12 月 24日発行予定） 

   ・『「仙台市史」活用資料集 vol.4 宮城野区の歴史探し』及び『同 vol.5 太白区の歴史探し―

西部―』増刷（A4判、各 700部、令和 3 年 7月 31 日発行予定） 

 

（２）普及活動実施報告 

  ①まちなか博物館講座（東北工業大学との連携事業） 

   ・第 10回「殿さまと動植物」 

    日時：令和 3年 5月 29日（土）13：30～14：30 

   講師：菅原美咲（当館学芸員） 

    参加：23人   ※オンライン（Zoom）にて開講 

 

（３）今後の普及活動予定 

  ①仙台市史講座 

・第 42回「仙台市内の戦国期城館─史料と遺構から探る─」 

日時：令和 3年 9月 25日（土）13：30～14：30 

場所：仙台市博物館ホール 

    講師：竹井英文氏（東北学院大学文学部准教授） 

    定員：44人 

 

  ②図書館連携講座（仙台市各図書館との連携事業） 

・「（タイトル未定）」  ※旅をテーマとする予定 

 日時：令和 3年 11月 13 日（土） 

 会場：せんだいメディアテーク 1階オープンスクエア 

    講師：菅原美咲（当館学芸員） 

       仙台市民図書館職員 

 

２．資料レスキュー事業 

（１）普及活動実施報告 

①名称：「震災 10年 災害を生きた人々」パネル展示 

「東日本大震災が仙台市沿岸部地域に与えた影響と現在のようす」 

「東日本大震災後の仙台市沿岸部の風景」 

概要：津波の被害にあった仙台市沿岸部地域の変遷等をパネルで紹介する。 

 期間：令和 3 年 5月 12 日（水）～6月 20日（日） 

 会場：仙台市博物館 2階ロビー 

（２）今後の普及活動予定 

①名称：「仙台市内各区の災害の記録」パネル展示 

 概要：仙台市の教職員を対象に、仙台市内各区の災害の歴史をパネルで紹介する。 

 期間：令和 3 年 7月 30 日（金）～8月 23日（月） 

 会場：仙台市教育センター 

 

資料 ５ 

 



②仙台防災未来フォーラム 2022への参加（予定） 

 名称：「仙台市域の災害―江戸時代から現代まで（仮）」パネル展示 

    （ブース出展及び関連冊子の販売・配布） 

 日時：令和 4 年 3月 5 日（土） 

 会場：仙台国際センター展示棟 

 

（３）資料保全活動 

   資料レスキュー活動の中で保全した資料につき、資料目録作成、写真撮影を継続して行い、保

全が完了した資料群については返却を行っている。 


